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ユニバーサルデザインについて 

２．熊本駅周辺地域UDプレワークショップ in新八代駅  ～ 先進事例駅で今後の 
熊本駅周辺整備を考える ～ 

（□良い点、■検討課題あり） 
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ユニバーサルデザインについて 

３．ワークショップ検討結果を踏まえた配慮事項一覧 

ポイント 留意・検討事項

移動空間
●券売機等の主な施設が認識しやすい視野の確保

●段差がない移動

●車椅子、ハイヒール、ベビーカーに対応

●階段、ＥＶ、ＥＳを併設、３択できるよう配置

●利用者ニーズを踏まえた位置の検討

●昇降設備のわかりやすさへの配慮

ＥＶ
●通過型ＥＶは開閉方向の音声案内設置

●１方向出入りの場合は、かご内で車いす転回、鏡の見
やすさに配慮

●ボタン類の位置は押しやすさを検証して決定

●シースルータイプの採用

●車いす利用者に配慮した列車ドアに近いＥＶ位置の検
討

●２段手すり、点字表記、段差識別色表示等

●階段寸法の統一

●最小限となるよう設計

●ホーム先端及び階段端部に敷設

●設置

●設置

移動しやすい床材

利用しやす
い昇降施設

全体

検討課題

フラットな移動経路

円滑な移動経路

階段

車輌とホーム間の隙間

注意喚起用床材の敷設

ホーム両端部の転落防止
柵設置

ホームドア・ホーム柵設
置

ポイント 留意・検討事項

生活空間 トイレの設置
●非常時・緊急時対策の検討

●幼児連れ対策の検討

●利用者参画による使いやすい設備機器検討（洗面設
備、手すり、洗浄装置など）

●多目的トイレ仕様（オストメイト対応、ベビーシー
ト、開閉ボタン、荷物置き、着替え用の台など）

●配慮した自動券売機を設置

●待合室等の充実（運行情報を提供する情報サイン設
置、安全性・快適性に配慮したファニチャー類の検討）

●身体状況の応じたベンチの設置検討

●ラチ内に設置

●車いす、子供に配慮した高さのカウンターを設置

●荷物置き、ベンチの設置

●駅舎全体に屋根設置

●上下ホームに屋内待合室１ヶ所ずつ設置

●待合室等の充実（運行情報を提供する情報サイン設
置、安全性・快適性に配慮したファニチャー類の検討）

 
●待合室の緊急対策

 
●身体状況に応じたベンチの設置検討

●単純でわかりやすい配置

●ブロック色（黄色）が認識しやすい床材色を選定

●わかりやすいサインシステム（標記方法、連続性、位
置）

●利用者参加によるサインの見やすさの現地確認（でき
れば仮設置）

●認識しやすい可変情報装置の設置

●音声誘導案内の検討

●わかりやすい位置へ総合案内所を設置（在来駅舎側も
含めて検討）

検討課題

休憩・待合スペースの確
保

みどりの窓口・総合案内

情報装置 認 識 性（ 色・ 形・ 素
材）、移動性、耐久性に
優れた視覚障害者誘導ブ
ロック

だれもがわかりやすい案
内誘導サイン

車いす、障害者等に配慮
した券売機

多目的室(授乳・FAX・コ
ピー等)設置

ホーム上屋の設置

外気を遮断した待合室の
設置

荷物置きのあるベンチの
設置


